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緒 言

入来牧場では母牛の周年放牧管理で,1年 間に約150頭 の黒毛和種子牛 を生産 している。これ らの子牛 は

高低差を利用 した子牛の別飼育施設(サ ツマゲイ ト)内 で飼育管理 している。 しかし,分 娩後8日 から14日

程度でサツマゲイ トに入れると,先 にゲイ ト内に入っている子牛群に融和 して行動するまでに時間がかか り,

ス トレスの多い生活を強いられる。このため,こ の時期に下痢や肺炎を併発 し,発 育が低下 しがちである。

また,3カ 月齢の離乳時には,親 子が強制的に分離されるため,離 乳子牛に強いス トレスがかか り,こ の時

点でも発育が低下する。

そこで,サ ツマゲイ ト内に編入する時点での先入子牛群への自然な融和 と,離 乳時点でのス トレスの少な

い離乳法について検討 した。

材料 と方法

1)サ ツマゲイ ト内子牛群の編入方法

母牛に分娩前(1カ 月)に,子 牛の下痢予防のため,大 腸菌ワクチ ンを注射 し,分 娩 したら早めに子牛

にビタミンE剤(ユ ベラフー ド)を 投与 した。8日 間から14日間程度分娩牧区内で親子関係を確立させた

(第1図)。 その後,分 娩牧区内からサツマゲイ ト横に設置 した編入予備パ ドックで親子を同居 させ,子 牛

だけは,そ れまでにゲイ ト内で群行動 している子牛群に自由に接触で きるよう,出 入 り口を設けた(第2

および3図)。

2)サ ツマゲイ ト内子牛の離乳ス トレスの軽減方法

サツマゲイ トから約50m離 れた場所に離乳用牛小屋を設置 した。この小屋 とサツマゲイ トとは通路を牧

柵で設けた(第4図)。 約3カ 月齢の子牛を 「1週間で離乳が完了するよう週初めの月曜 日」 に離乳用小

屋に入れ,朝1回 母牛を通路内に誘導 し5日 間哺乳 した(第5図)。 哺乳後は子牛 を小屋 に入れ,母 牛が

見えないように,入 り口をシー トで覆った(第6図)。

結果と考察

1)サ ツマゲイ ト内子牛群への子牛の編入

編入予備パ ドックに入れられた子牛は,2日 間から5日 間で先にゲイ ト内で群行動 していた子牛と群行

動するようになった。また,親 牛をゲイ ト内に出し,親 牛がゲイ ト外(放 牧地)に でていって も,子 牛が

親牛の後追いする行動は少な くなった。

2)サ ツマゲイ ト内子牛の離乳ス トレスの軽減

5日 間で完全に離乳すると,発 育停滞や採食量減少 も認められなかった。これまでに,離 乳時にLト リ

プ トファンを投与することで,離 乳ス トレスが軽減されることを明 らかにしてお り,上 述の離乳法にLト

リプ トファン投与を組み合わせることで,更 に優れた効果が期待される。



第1図 分娩牧区内で親子放牧。 第2図 編入予備パ ドック内での親子。

第3図 子牛群と自由接近できる出入口。 第4図 離 乳小屋より哺乳へ行く子牛。

第5図 母牛 を通路内に誘導 し哺乳。 第6図 離乳小屋での採食。


